
 －中数 3－

 ② 式を作りながら規則性を見つけさせましょう。 

表１ 表２ 
（＋３）×（＋３）＝（＋９） 

（＋３）×（＋２）＝ 
  （＋３）×（＋１）＝ 
  （＋３）×  ０  ＝  ０ 
  （＋３）×（－１）＝ 
  （＋３）×（－２）＝ 
  （＋３）×（－３）＝  
 

（－３）×（＋３）＝  
（－３）×（＋２）＝ 

  （－３）×（＋１）＝ 
  （－３）×  ０  ＝   
  （－３）×（－１）＝ 
  （－３）×（－２）＝ 
  （－３）×（－３）＝  
 

 
   ３×３＝９が成り立つことは理解できているので、この式を符号を用いて表すと

（＋３）×（＋３）＝（＋９）であることを確認してから表１を作成します。次に、

表１から数がどのように変化しているかを考えさせます。考えが出てきたところで、

表２を同じように作成させます。 
 

 
 
※ 帰納的な考えとは、次の１から４のように考え方を進めることです。 
１ いくつかのデータを集める。 
２ それらのデータの間に共通に見られるルールや性質を見いだす。 
３ 見いだしたルールや性質が、そのデータを含む集合で成り立つであろうと推測する

４ 推測した一般性が真であることより確かにするために、新しいデータで確かめる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【指導のポイント】 

 教師がどのように生徒に発問するかが大切です。

「この表からどんなことが分かりますか？」と投げ

かけ、生徒自身で正負の数の乗法のきまりを見つけ

出させるようにします。 

２年 図形の性質 

「平行四辺形の性質を見つけよう」 

２  帰納的な考え方から演繹的な考え方へ育成を図る指導の工夫 



 －中数 4－

指導上の課題 

 四角形が平行四辺形になるための条件は、定義を含めて五つあります。また、そこから

いろいろな定理がつくられているため、生徒は覚えることが多いと感じているようです。

そのため、暗記することに意識が高く、なぜそうなるのか疑問を抱いて学習に臨むことが

少なくなります。また、なぜ証明をすることが必要なのか、明確な意志がないままに学習

が進んでしまいます。 
 

授業改善のポイント 

 帰納的な考えをもとに、演繹的な考えができるような課題を生徒に提示する必要があり

ます。ここでは、平行四辺形の性質を考えさせるため、導入場面での課題提示の工夫につ

いて考えてみましょう。 
 
悪い課題提示の例 

  
課題１ 右の図に、辺ＡＢ＝５㎝ 辺BC＝６㎝ 

∠ABC＝60°の平行四辺形ABCDを作図 
しなさい。 

  
 課題２ 平行四辺形ABCDの性質を考えてみま 

しょう。 
 

よい課題提示の例 

  
四角形の向かい合う辺を対辺、向かい合う角を対角といいます。 
平行四辺形とは、「２組の対辺がそれぞれ平行な四角形を平行四辺形」といいます。 

 
 課題１ 定義をもとに平行四辺形を作図してみましょう。 
 
 課題２ 作図した平行四辺形の性質を考えてみましょう。 
 
 
悪い課題提示の例では、生徒に描かせている平行四辺形はすべて同じものになります。

生徒から次の四つの意見しか出てこないことが予想されます。 
「∠Ｂと∠Ｄは 60°になります。」 
「∠Ａと∠Ｃは 120°になります。」 
「辺ＡＢと辺ＤＣは５㎝になります。」 
「辺ＡＤと辺ＢＣは６㎝になります。」 
この意見から、平行四辺形の性質を導くことは、帰納法としては問題があります。 
 しかし、「よい課題提示の例」では、はじめの説明で平行四辺形の定義が押さえられ、そ

の作図の仕方を考えさせるのに十分な条件が与えられています。定義をしっかり押さえる
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